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<ご挨拶>

いよいよ議員任期最終年。自分自身5年間

で何が出来たのかを検証し、足りなかった部

分をこの後の1年間で計画を立て、取り組.ん

でいきたいと思います。
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成川まきゆき後援会
〒9ヨ8-0014富山県黒部市植木107-7
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琵璽撞翳緊
2。性刺たいと思えるまちづく。

弓.安か安全樽まちづく。
4。都市嬰哩の荘惇一〇でべくり

ら,人口諦少時代のまちづく。

6.災排帥まちづく。

7。田老場所のあるまちづく。_ _鍵憎できるまちづ
と生活が

8。活き活き



平成29年6月韻会

1i人口問題について

(1 )転入より、転出人数が多い自治体対策は

移住定住希望者(こ対する本市の効果的なP Rや魅力的な制度の創設

に努める。
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( 2 )地域毎の人口問題を害えることが重要では

今後、官民一体となって、これからの地域について議論を深め、施
策に反映していきたい。

2.商工業の振興と就労(こついて

(1 )既存商店等に対する支援について

国の捕助制度の要件緩和や拡大も含めた柔軟な支援制度が創設できる
よう協議、検討する。

(2)市内有効倍率と陸がい者"高齢者の市内雇用状況について

有効洲 騒詞書な菓主因…事菓音 喜喜喜喜喜喜教案i漢書 (県内王位) 

有効求 人 倍率 2 1 6% 

高齢者 雇用倍率 8. 7% 

う.地域医療(こついて

(1 )覆審随感旺間柄る医師や看護師の現状につ排で

市内医療機関のうち訪問診療・往診を行っている医療機関16か所。

(H27,9現在)

現在、市内医療機関医師の高

齢化と新規開業がない限り、

医療機関の減少が予測される。

( 2 )医療と介護の連携と在宅医療の市民理解について

「黒部市在宅医療・介護連携推進会議」で実施。

今後、退院から在宅移行時、市民病院職員とケアマネージャーと連携
をより強化していく。

市民(こ理解していただくため、在宅医療推進のための市民公開講座を

年2回開催。今後も積極的に周知する。
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20空軍年問題と

言われる月37

年には、医師
も高論†ヒ:

※訪問老醜ステーションiま、

昨年度末Iこ まか所廃止。
現在市内3ヶ所
若韻師毀7人程度

・ 畳都市くらしのガイド 哀】嘘か重罰轍鷲

(電)かか珍つけ匠と市民病院間の連勝撼化を。 (H28年度)

納経導葛臆臆園園音 喜喜喜喜漢劃賀宴鯉舶臆 
」対前年十242件 

逆紹介件数 4,982件 対前年十571件 

初診患者数に対する紹介率 郊.4% 

初診患者数に対する逆紹介率 24.8% 

(4 )弛賎医療の現状と今後の方向性について

医療ニーズに応じた地域医療体制構築の必要性を認識している。

4i福祉総合窓口の設置について

(1 )総合相談窓口開設を目指し、

職員研修にチカラを入れてはどうか。

今後、関連相談支援機関との連携

と、福祉分野横断的な基礎的知識を

有する人材育成・確保(こ努めていく。

5i健幸都市宣言について

(1 ) 「住民が健やかで幸せに暮らせる地域社会を目指すまち」を目

指し「僻事都市宣言」を検討しては

市の健康増進計画が平成与0年度で10年が経ち、取組評価と見直し
を行う時期であり、調査・研究していく。

儲講読蒜叢軸圃



平成29年9月詣貧

1.介護職員確保について

(1 )市内福祉事業所の情報発信について

介護職(こ対するイメージアップが大切であり、

さらなる支援を行えないか検討する。

( 2 )サポーターポイント蚕業の事業所数と登録善数は

受け入れ事業所数27事業所、地域支え合い推進事業実施の4団体。

サポーター登録者217名。 (H29.8末現在)

(5)サポーターポイント事業のPR強化と若年層のボランティア特
典について

今後さらにP R強化(こ努める。

介護保険法の対象者に合わせ、本事業も事業の対象者を40歳以上と
している。

今後は、若年層の学校教育での学習などを通して意識を高めることや

介護支援サポーターポイント事業の導入及び介護予防・健康増進につ
ながるポイント付与(こついて検討する。

(4)資格取得を容易にするための夜間授業開催の働きかけと研修費
用の助成について

受講しやすい方法を検討する。

介護職員初任者研修助成を公立だけではなく民間企業等による研修受
講者にも、平成弓0年4月からの実施を検討する。

( 5)乃壮蕾を助ける介護支援用ロボットの市内頚楽所活用状況は

導入している施設はないが昨年、認知症見守り支援の介護ロボット
が、グループホーム1施設に12台導入されている。

(6)腰痛防止の観点から介護施設間異に助成してはどうか。

今後の検討課題にしたい。

2メンタルヘルス・自殺対策の取組(こついて

(1 )本市の取組はどうか。

本市では「誼も追い込まれることのない社会」の実現に向けて、地域
自殺対策事業に取り組んでいる。

(2)小中学校の取り組みは。

臨床I亡l理土筆とのカウンセリングを実施。

自殺予防対策については、関係機関と連携しながら組織的に対応し
ている。

(う)市民対象の研修会実施と気軽に相談ができる窓口の開設や、惜

報発信について

民生委員を対象(こ、研修会を毎年行っている

が、今後さらに対象を広げる事も検討するとと

もに、市の自殺対策のオリジナルキャラクター

「いのちまもるくん」の周知活動等、広報活動

を工夫したい。

(4 )カタチだけではない実効性のある自殺対策計画の策定を。

県及び市町村は、地域自殺対策計画を策定するものとされ、本市も平
成う0年度末までの策定目標としている。

市の自殺の状況や、地域の特性に応じた、実効性のある計画の策定
を進めていきたい。

新川地域介護保険"ケーブルテレビ事業組合議会8月語合
1.第7期介護保険事業計画に向けて

(1 )他磁極連携のための勉強会などの考え。

関係分野の従業員や地域住民への研修等の実施が必要。

(2)共生型サービス事業所が位置付けられ、地域バランスは。

今後の動向を踏まえ、適切に対応していく。

(ヨ)平成30年の障害者総合支援法改正で障善書も介護保険サービ
スの利用が優先となるが

65歳以上になっても使い慣れた障害福祉サービス事業所を利用継

続出来ることが利点となる。また、鵜定の高齢障害者に対しては利用
者負担を軽減する措置が取られるので、これまでの問題の解消につな
がるものと考えている。

2.要介護認定者数(こついて

( 1 )認定後の重症化防止強化の顕縄状況と蓄えは

地域支援事業、さらには認定を受けていない-般高齢者を対象に介護
予防事業に取り組んでいる。

(2 )第2号被保険者の要介護認定者数は今後、他磁極連携などによ

り増加しないか。

増加するものではないと考えている。

話語呂語呂醒圏陸臨画



<対象施設利用の現状>

◎対象施設の老朽化率(H28年度)全て耐震性無。

黒部市立図書館88%、三日市公民館78%、黒部市民会館100%、働く婦人の家78%

◎施設場所は市街地であり、三日市公民館、働く婦人の家、市民会館は隣接し、いずれも

事務所"研修室等、機能的(こ類似した施設である。

◎各施設の利用人数は減少傾向にある

◎子育て支援センタ一 月家賃4万4千円⇒18万円(経営者か変わる)

基本構想(策定委員会) 臆漢書部羽田図日ヨ琵案臆臆漢i斬圏臆臆臆漢i開聞遍蔚臆音獲園部確証1暫ヨ蔚看園田諏陛∃南幌t’… 

基本構想(策定委員会) 

基本橋想(庁内検討) i 品か小二能で轡適温睡蓮」-一事 

設計者選定手法検討 くく三二二三> 

設計者の選定 ぐ二二二> 

基本設計"実施設計 
→一、音

喜

一 

施設運営計画の検討 ・> 

建設工事(i日庁舎解体等を含む) 
i i 

< i i 

◎単独施設の財源見込について

(1 )図書館…平成9年(こ文部省補助制度は廃止

( 2 )公民館…平成9年(こ文部省補助制度は廃止

(与)働く婦人の家…補助メニューなし

(4 )市民会館…対象と考えられる補助金なし

<財源比較>

【複合施設で建設の場合】

交流センター建設費: 2,与60百万円

※市の財源負担額1,050百万円

【図書館と交流センターの単体建設の場合】

図書館建設費:①1,920百万円

※市の財源負担額787百万円だが補助金採択が難しい

交流センター建設費:(∋791百万円

①十②二2,711百万円⇒市の実質負担額1,578百万円

◎公共施設の再編に関する基本計画(平成27年10月)

公共施設の再編(こ関する基本計画では図書館と三日市公

民館は長寿命化、市民会館と働く婦人の家は建物の解体 3

0

と判断。

図書館と三日市公民館は、劣化度調査を踏まえて建物の

複合化などを検討する。

まきゆきの視点
本市でも、高度経済成長期を中心(こ整備し

た多くの公共施設が、改築や大規模改修の時

期を迎えており、今後、更新等に関する経費は大きな財

政負担となることが予想されています。

また、人口減少や少子高齢化、市民ニーズの多様化(こ

より、公共施設(こ求められる役割も大きく変化してきて

います。そういったことから将来を見据え、公共施設の

あり方(こついて、改めて見直さなければならない時期で

す。

そこで本市は平成27年10月「公共施設の再編に関する

基本計画」で公共施設の今後のあり方や方策などの基本

的な考え方を示し、公共施設の最適化、効率的"効果的

な管理運営の実施、財産の有効活用などを取り組んでい

ます。

(仮称)市民交流センター建設においても、市民の現在

の生活や未来の黒部市を見据え、無駄なものは無くし、

次世代に負担を先送りしないという考え方が大事です。

(仮称)市民交流センター建設に関し、保有財産の縮減の

観点から地域に見合った再編、複合化であると考えます。


